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【学びの質の向上に関する取組】 

(現状) 

○多くの生徒が学習への意欲が高く、全学年ともに授業

規律は整っている。 

〇全教科、領域において「話合い活動」を取り入れた授

業を展開し、概ね充実している。 

(課題) 

○「話合い活動」の成果を、一人ひとりの「主体的で深

い学び」に結び付けられていない場面もある。 

〇学力向上をねらいとし、「探究的な学び」の更なる推

進を図る必要がある。 

〇日々の教育活動において、安全についての意識を高

め、広域的な安全教育のさらなる推進を行う。 

・基礎学力の目指

した授業実践 

・タブレットＰＣ

を活用した授業

実践と研修会 

・生徒提案による

活動の充実 

・避難訓練の充実 

①各教科の授業及び学級活動の話合いにおいて

主体的な話合いが展開できるようスマイル

委員会参加者を中心に事前指導を丁寧に行

う。ミニ総会を充実させ、生徒総会を成功

させる。 

②生徒自らが自分たちの学校生活に満足を感じ

る教育活動を実践する。 

③教科ごとに指導主事を招聘し、研究授業をも

とに協議を行い、指導を仰ぐ。 

①学校評価「生徒はじしゃク」を意識して、

意欲的に授業に取り組んでいますか」にお

ける肯定的な回答（教職員）が昨年以上

（昨年７６．６％）とすることができた

か。 

②学校評価「日進中は好きか」への生徒の肯

定的な回答が昨年同様（昨年９０％）とす

ることができたか。 

③教科ごとの研修会が実施できたか。 

①③１学期中間テスト廃止を踏まえ、各教科とも

に教科会等で研修を深め、より単元を意識した

指導を行い、話合い活動を適切に取り入れた学

習指導を行った。併せて評価も適切に行った。 

教職員：７６．６％→８２．５％ 

②多くの生徒が日々の学習や学校行事に意欲的に

取り組むことができ、全学年ともに一人ひとり

も学年としても大きな成長が見られた。 

「日進中は好きか」生徒：９０％→９０．８％ 

Ａ 

①一人一台端末を効果的に活用し、自分の考

えを仲間と共有したり、自分や仲間の声や動

きを分析したりと「探究的な学び」を展開

し、学力・体力を高める。 

②学年行事や学校行事を通して、個々の成長

につなげ、仲間との協同による達成感を得る

ことにより集団の成長につなげる。また感動

体験を積み重ねることで日進中への帰属意識

を醸成する。 

 

〇登下校の安全指導は概ね達成

されているが『心の教育』の必

要性があると思う。 

 

〇通常授業では学ぶことができ

ないことを行事などに力を入れ

ることで成果が出ているのでは

ないか。（行事による教育効果

絶大） 

・登下校の安全指

導 

・心肺蘇生訓練の

実施 

①避難訓練、引き渡し訓練及び通学路安全点検

を実施する。 

②小学校と連携した心肺蘇生訓練の実施を行

う。援を行う。 

①学校評価 B「通学路・登下校の安全は確保さ

れているか」への肯定的な回答が昨年以上

（昨年９２％） 

②日進小６年生を招いて訓練を実施する。 

①避難訓練、引き渡し訓練を適切に実施した。

「通学路・登下校の安全確保」９２％→９７％ 

②１２月３日に実施し充実した活動となった。 
Ｂ 

①竜巻等、自然災害に向けた訓練も引続き実

施する。 

②小中連携をより緊密にし、中学生が小学生

の模範となるよう充実した取組活動にする。 
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【子どもの発達や心のサポートに関する取組】 

(現状) 

〇「生徒の、生徒による、生徒のための学校」を確立す

るために「日進スマイル委員会」が組織され、機能し

ている。 

〇「心と生活のアンケート」の他に、学校独自の「いじ

めアンケート」を定期的に行い、生徒の悩みや変容に

気付ける体制を構築している。 

(課題) 

〇様々な理由で不登校傾向となっている生徒に対して、

関係諸機関と連携し、支援していく。 

〇ＳＮＳトラブルについて、継続指導を行う。 

・生徒指導委員会

教育相談部会の

充実  

・ 校 内 の 生 徒 指

導・教育相談体

制の充実 

①「心と生活のアンケート」「いじめアンケー

ト」の後の面談を確実に実施し、生徒の悩

みや変化に気付く。また保護者への連絡も

確実に行い、必要に応じて面談を行う。 

②不登校傾向生徒の分析を行い、支援策を検討

し、学校復帰につなげる。 

①学校評価「日進中は保護者や生徒の声に耳

を傾けていますか」への肯定的な回答を生

徒（昨年８８．１％）、保護者ともに昨年

同様（昨年８８．９％）とすることができ

たか。 

②北教育相談室・あいぱれっと教育相談室と

の連携は図れたか。 

①アンケートや面談の機会はもとより日々の学校

生活の中での生徒の様子の変化について敏感に 

気づき、保護者と連携することができた。

「保護者や生徒の声に耳を傾けているか」 

保護者：８８．９％→９０．９％ 

②北教育相談室等との連携は、管理職、学年主

任、担任、相談員含め十分に図れた。 

 

 

 

 

Ａ 

①アンケートで気になる回答の生徒には即日

面談を行い、その内容と様子を保護者に伝

え、見守りを行う。また授業中や休み時間等

で、様子が気になる生徒がいれば確実に声を

かけ、組織的に見守りを行う。 

②北教育相談室とは管理職を窓口に、担任に

つなげ、相談員も含め学校全体で対応する。 
 

〇いじめアンケートや面談など

教職員が生徒を守る姿勢が見ら

れ安心できる。 

〇大人同士の対話をもっと増や

す。 

 

〇権利と責任を明確にしたい。 

 

〇どんな立場であってもあいさ

つは自分から。 

・生徒が毎日の学

校生活を楽しい

と感じ、笑顔と

あいさつのあふ

れる学校の実現 

①生徒情報を基に、個に寄り添った生徒指導を

実践し、一人ひとりの成長につなげる。 

②SNS トラブルやいじめに関して、弁護士を招

いて講演会を実施し、規範意識の醸成を図

る。 

③スマイル委員会のさらなる活性化を図る。 

①生徒指導委員会を毎週開催でき、管理職が

参加できたか。 

②弁護士等、専門家を招いて講演会を実施で

きたか。 

③スマイル委員会の生徒が充実した取組がで

きたか。 

①管理職は確実に参加でき、情報共有と具体的な

指導に速やかにつなげることができた。 

②スクールロイヤーによるいじめ防止講演会、県

警による薬物乱用防止教室は全校で学ぶことが

でき、内容も含めとてもよかった。 

③委員会の生徒はやりがいを感じながら充実した

取組ができていた。 

 

 

 

Ａ 

①毎週の生徒指導委員会は必ず管理職が参加

し、情報共有とともに事案については適切に

指示し、対応につなげる。 

②外部講師による特別授業は、引き続き実施

し、全校で共有する。 

③スマイル委員会の生徒がやりがいをもって

学校運営に参画できるようサポートを行う。 
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【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

(現状) 

○目指す学校像「人を愛し、学校を愛し、地域を愛し、

愛される学校」の確立に向けて、地域との連携を重視

する。「日進七夕まつり」は毎年盛大に行われてお

り、多くの生徒が参加させていただき、卒業生を中心

として地域の方々にお世話になっている。 

〇学年だより、学校だより、保健だより等の情報は「ス

クリレ」を通して発信している。 

(課題) 

○地域に対し、ボランティア活動等、参加できることや

場をさらに増やし、地域に貢献する。 

・地域とともにあ

る学校づくりの

実現 

・学校行事の充実 

 

①学校公開を増やし、生徒の日々の様子を保護

者に見ていただく。 

②ＰＴＡとの連携を密にし、学校行事等、現状

に即した改善策を講じ、昨年度より各行事等

をよりよいものにする。 

③来年度が創立８０周年となるため、記念式典

に向けて準備を始める。 

①学校評価の生徒アンケートにおける「学校

を楽しいと感じていいますか」への肯定的

な回答が昨年同様８５％以上（昨年８９．

１％）とすることができたか。 

②学校評価「積極的な情報発信」において保

護者の肯定的な回答で、昨年同様の高評価

を達成することができたか。（昨年９７．

６％） 

③８０周年行事に向けて具体的な準備が始ま

ったか。 

①学校公開は授業参観を４月に実施、あとは学校

行事の体育祭、合唱コンクール、各学年の親子

保護者会が学校公開の機会となった。「学校が

楽しい」生徒：８９．１％→９１．２％ 

②ＰＴＡ本部役員とは学校行事の際にサポート頂

き、連携は概ね良好であった。スクリレを使っ

て通知を配信した。「積極的な情報発信」保護

者：９７．６％→９８％ 

③８０周年に向けて実行委員会が立ち上がり、準

備を進めている。 

Ａ 

①保護者からの要望もあり、生徒の日々の様

子をみてもらえる学校公開日を増やしたい。 

②ＰＴＡとの連携は、管理職と教務主任、学

年主任が窓口となり、積極的に関わってい

く。スクリレを使っての通知配信は引き続き

実施する。 

③８０周年記念行事に向けては、実行委員会

を中心に日時等、具体的に決めていく。また

ジャージ改訂に向けては、保護者や地域の声

も踏まえて実施していく。 

 

〇地域の活動でボランティアを

してくれている生徒がいてとて

も嬉しいです。そんな生徒がい

ろんな角度から脚光を浴びてく

れると良い。 

 

〇高齢化に伴い、中学生による

地域の「お手伝い」がもっと増

えてくれることが願い。 

・学校と地域が連

携した取組の実

現 

・学校の主役から

地域の主役へ 

①学校運営協議会において、様々な意見を頂戴

し、学校運営に生かしていく。 

②「日進七夕まつり」へ多くの生徒が参加し、

地域を盛り上げる。また社会福祉協議会等と

連携し、生徒が参加できる場を増やし、地域

の高齢者と交流を図る。 

①学校運営協議会において、学校と地域、Ｐ

ＴＡが連携し、実施する取組を策定し、実

践することができたか。 

②地域と連携してこれまで同様、地域行事等

に取組むことができたか。 

①スマイル委員会の生徒や教職員が学校運営協議

会の熟議に参加し、委員の皆様の御指導御助言

を受け、新たな学びがあり、その後の学校生活

につなげることができた。 

②日進七夕まつりや公民会主催の催しには生徒及

び教職員が参加した。 

Ａ 

①スマイル委員会の生徒自身が、全校生徒の

代表であるという自覚をもち、学校運営協議

会に臨み、学校運営参画につなげる。あわせ

て教職員も会議に参加し、直接地域の皆様と

触れ合う機会を持ち、連携協働につなげる。 

②地域行事に全校をあげて参加する。 
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【教育環境の整備に関する取組】 

(現状) 

○施設の老朽化は否めないが、生徒は清掃を丁寧に行

い、環境を整えている。樹木の管理が難しく、特にプ

ールの衛生環境を保つのが厳しい。 

〇ＰＣタブレットが故障修繕の遅れにより不足している

ためすべての学級が同時に使用することができない。 

(課題) 

〇体育館・武道場・プールの裏側の樹木の大規模剪定が

大きな課題である。 

〇PC を効果的に活用すべく、学校ＤＸ委員会を中心に工

夫し、できることを行っていく。 

・整った教育環境

の実現 

・確実な安全点検

の実施 

①月末の安全点検を確実に実施し、施設の破損

については事務職員と相談し、速やかに修繕

し、対応する。 

②校内の巨大化した樹木について教育委員会に

相談し、適切に樹木剪定作業を実施し、環境

を整える。 

①学校評価「日進中は安全や安心な教育環境

整備について、適切に取り組んでいると思

いますか」への肯定的な回答を生徒昨年維

持（昨年９７．５％）、保護者昨年維持

（昨年９２．２％）することができたか。 

②樹木の伐採等、校地内環境整備を実施でき

たか。 

①毎月の安全点検を実施し、施設設備の破損につ

いては事務職員と相談し、速やかに修繕した 

②樹木剪定については見積もりは行ったが、教室

の空調設備の不調により対応する優先順位が下

がったため次年度へ持ち越しとなった。「安全

や安心な教育環境整備」生徒９７．５％→９

７．２％ 保護者：９２．２％→９５．８％ 

 

 

 

 Ｂ 

 

①安全点検の確実な実施とともに、修繕箇所

については優先順位を明確にして速やかに修

繕につなげる。 

②樹木剪定は大木が倒壊しないか日々点検を

行いながら、緑化環境を著しく乱す樹木を剪

定につなげるよう市教委にも働きかける。 
 

〇環境整備を十分に行うために

は予算が必要、学校の努力だけ

では無理なので、そこは学校自

己評価の対象外にした方が良

い。 

 

〇そもそもアンケート結果が

90％を超えているので「A」評価

で良いのではないか。 

・ＰＣを効果的に

活用した教育活

動の実施 

①ＰＣ管理は学校ＤＸ部員を中心に行い、使え

るＰＣを最大限活用し、教育効果を高める。 

①「学びの指標」の「ICT の効果的な活用」の

項目における数値が市の平均値２．８３以

上とすることができたか。 

①特別活動や道徳、総合的な学習の時間の使用は

多かったが、各教科においては教科の特性や単

元により活用する機会が減少した。 

 「ICT の効果的な活用」生徒：２．５６ 

   

 

 

Ｂ 
 

 

①ＰＣは各教科の特性や実態に応じて、柔軟

に活用していく。Ｒ８から生徒用ＰＣが入替

り、一新するため改めて効果的なＩＣＴ利活

用について研究を深めていく。 
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【教職員のキャリア形成に関する取組】 

(現状) 

○キャリア段階に応じた研修を紹介しているが十分とは

いえない。５月には市教委による指導訪問、管理職に

よる当初面談等にて指導助言を行っている。 

(課題) 

○研修プラットフォームを活用し、キャリア段階に応じ

た研修を各自受講し、力量を高める。キャリア形成に

合わせた研修の機会を増やしていく。 

・「学ぶ教職員」

として職務・キ

ャリア段階に応

じた研修を実施 

 

 

①教職員に対し、打合せ時、職員会議等も活用

しながら必要な情報提供を行い、自ら進ん

で研修に取り組む姿勢を醸成する。 

②当初面談の機会を有効に使い、個々に必要な

研修を提案する。 

①「学びの指標」の「探求的な学び」の数値

が昨年の平均値３．２１以上とすることがで

きたか。 

②研修プラットフォームを活用した研修を一

人 1 回以上はできたか。 

 

①「探求的な学び」は微減としたものの、概ね達

成している。生徒：３．２１％→３．１３％ 

②達成面談による確認によれば、文科省オンデマ

ンド配信の研修等活用している者もいるが、そ

れも単発になっている。 

Ｂ 
 

①令和の日本型教育の柱が「探究的な学び」

であるため、今後も各教科、研鑽を積み、す

べての教科及び領域において実践していく。 

②「学ぶ教師」であり続けるために、各校の

研究発表会にも積極的に参加させ、力をつけ

させる。 
 

〇講演型の研修より、ディスカ

ッション型の研修の方が意見交

換ができて良い。 

 

〇授業公開の実施と道徳教育の

充実が必要。 
・校内研修の充実 ①夏季休業中の校内研修の機会を有効に使い、

学校独自の課題やさいたま市教育が目指す

方向性について研修を深める。 

①学校評価「学校課題研究は適切な取組が行

われたか」の肯定的な回答が昨年同様９

０％以上（昨年９０％） 

①夏季休業中の研修ではＩＴ企業社員を講師に招

き、新たな視点から今後目指す教育について指導

頂き深い学びを得た。教職員：９０％→１００％ 

Ａ 

①時代の流れに乗り遅れることのないよう他

業種の専門家による講義を今後も続けていき

たい。 

 


